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朝晩の冷え込みが厳しくなってきました。日中との温度差により体調崩される方が多いので、 

体調管理には十分気をつけてくださいね。 

さて、インフルエンザ予防接種の季節がきました。 

インフルエンザ予防接種のご案内をさせていただきます。 
 

６５歳以上の方は１０月２１日(水)より、６５歳未満の方は１１月２日(月)から開始いたします。 

（＊予約制ではありません） 
 

対象者 
金額 

問診票 
 当院かかりつけ医 左記以外の方 

６５歳以上の 

堺市在住の方 

１回目  １５００円 １５００円 ブルー 

２回目  ３２００円 ３８００円 白 

１３歳以上の方 
１回目  ３２００円 ３８００円 白 

２回目  ３２００円 ３８００円 白 

３歳～１３歳未満の方 
１回目  ３０００円 ３５００円 白 

２回目  ３０００円 ３５００円 白 

３歳未満の方 
１回目  ３０００円 ３５００円 白 

２回目  ２５００円 ３０００円 白 

注）対象者によって用紙の色が異なりますので、ご注意ください。 

 

＊接種当日のお願い 

  問診票の記入・検温（３７．０℃以下）をご自宅で済ませていただき、診察券・保険証・医療証を持参し 

ご来院ください。お熱が３７．０℃以下でも風邪症状がある場合や、周りに風邪を引いている方がいる場合は 

接種を控え、体調の良い日にお越しください。 

接種が出来なかった場合、診察料がかかってしまいます。 

 

＊予防接種可能な日・時間帯＊ （受付は診察時間終了の１５分前です） 
 

 日程 時間 

予防接種専用日 １１月７日(土)、２８日(土) 午後２～４時  

予防接種専用日に 

来院が出来ない場合 

木・土の診察時間内 午前９～午後１２時        

月・火・水・金の午後の診察時間内 午後６～８時 

 

  当院にて現在、継続的な通院・内服治療をされている患者様は診察時間内いつでも接種が可能となって 

おります。診察される日に予防接種もご希望の方はスタッフにお申し出ください。 

ワクチンが無くなり次第終了となりますので、お早めの接種をお勧めいたします。 

 

インフルエンザ予防接種助成制度について 

堺市では、堺市在住で市民税非課税世帯に属する方や生活保護世帯の方等、ワクチン接種の実費負担が 

免除される制度があります。詳しくは医療機関窓口または地域の保健センターにお問い合わせください。 

            西区保健センター ＴＥＬ２７１－２０１２ 



～・～インフルエンザ予防接種について～・～ 

インフルエンザは身近な病気ですが、普通の風邪と比べて高熱・関節痛など重症化しやすく、 

特に心臓病、慢性の肺疾患、糖尿病、腎臓病などの慢性疾患をお持ちの方は、肺炎を併発したり、 

症状を悪化させてしまう恐れがあるので十分に注意してください。 
 

今シーズン(２０１５年秋冬)から、これまで３価(Ａ型２種類、Ｂ型１種類)であったワクチンが、 

４価ワクチン(Ａ型２種類、Ｂ型２種類)となり、より予防効果の高いワクチンに変更になりました。 

毎年よくあるご質問を紹介させていただきます。 
 

Ｑ 何歳から接種可能？ 

     Ａ 当院では６ヶ月～接種を受け付けています。 
   

Q 接種は何回するの？  

A １３歳未満の方は２回接種、１３歳以上の方は１回接種をお勧めしています。 

  大人の方は何度かインフルエンザに接したことがあるので、少しながら免疫抗体は出来ています。 

  ですが、お子様はまだ、免疫が出来ていないことが多いので、１回接種で免疫を作ることを教え、 

２回接種で抵抗力を作る、となりますので、２回接種をした方がよいでしょう。 

但し、１３歳以上の方でも、基礎疾患をお持ちの方で２回接種が必要な方もいらっしゃいますので、 

医師にご相談ください。また、受験を控えていらっしゃる方は２回接種をお勧めさせていただいております。 
 

Q １回目と２回目どれくらいあけるといいの？ 予防接種の効果は？  

Ａ １３歳未満の方は２～４週間あけて２回目の接種を、１３歳以上の方は１～４週間あけて２回目の 

接種をすることで効果が少しアップし、有効期間を長く持続することが出来ます。当院では３週間あけて 

２回目の接種をお勧めしております。 
 

６歳未満の方は２０～３０％、６～１３歳未満の方は５０％、１３歳以上の方は７０～８０％の効果があり、

接種してから２～４週間で効果が出てきだし、３～５ヶ月持続すると言われています。 

予防接種をしたからと言って、インフルエンザにかからないというわけではありません。 

症状が軽くすみ、重症化を防ぐ効果はありますので、予防接種をし、インフルエンザに 

かからないように各自うがい・手洗い等の予防も心がけましょう。 
   

Q 他の予防接種も打ちたいのですが、どれくらいの期間あければいい？  

A インフルエンザの予防接種の接種日から１週間あけていただいたら、他の予防接種を受けていただくことが

出来ます。 
   

ポリオ、MR、麻疹、風疹 

BCG、おたふくかぜ、水痘 

４週間後  
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DPT、DT、ジフテリア、破傷風、 

日本脳炎、インフルエンザ、ヒブ、 

肺炎球菌、A型肝炎、狂犬病 

１週間後   

                         

Q 妊娠中・授乳中でも接種は可能？ 

A 大丈夫です。インフルエンザワクチンは不活化ワクチン(病原性をなくしたウイルスを使用しています) 

ですので、胎児や母乳を介してお子様への影響はありませんが、心配・不安がある方は現在かかられている産

婦人科にて、ご相談ください。 
 

Q 副反応はある？ 

A 接種部位の発赤・腫れ・痛みなどが出る事がありますが、通常２～３日でなくなります。 

全身の反応としては、風邪のような症状・発熱・頭痛・寒気・倦怠感などが出る事があります。こちらも 

通常２～３日でなくなります。もし症状が治まらない場合は、医療機関を受診してください。 

また、稀でありますが、ショック・アナフィラキシー様症状(発疹・蕁麻疹・赤み・搔痒感・呼吸困難など) 

がみられることもあります。そのような異常が認められた場合には、速やかに医師に連絡して下さい。 
 

                                      次回１１月２０日発行予定 


